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「年間行事論」における学習活動方式化の試み
An Experiment on Learning Activity Methods in Accordance with 















































































































































A 葉っぱを頭にのせて、くるっと宙返りする 金剛院になる 37
B 葉っぱを頭にのせて立ち上がり、呪文を唱える 金剛院になる 5
C くるくると回りながら尻尾を振って煙を出す 金剛院になる 4
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５点 ４点 ３点 ２点 １点
人 1 4 25 19 6
表４　ひなまつりの知識
３月３日 桃の節句 行事の意味 雛人形のいわれ 行事食・供物
人 34 11 42 1 24
表５　行事食の内容
散らし寿司 ひなあられ 蛤の吸い物 甘酒 白酒 草餅・菱餅

















































































































Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 保留











































時間 段落 文章構成 役割 構成メモ キーワード
現在 ① はじめ あらまし 主題の提起
↓ ② なか１ 具体的事例１ 例えば
過去 ③ なか２ 具体的事例２ また、あるいは
↓
















































































































 Ａ ａ ａ′
 暮　れ 正月始め 煤払い　年神　神迎え
  門松 依代　常緑樹　山　松迎え　神の宿る植物
  注連縄 依代　年神を迎える門松、迎えて注連縄　端出之縄
   （しりくめなわ）
  鏡餅 依代　ユズリハ　串柿　予祝　丸餅　稲魂の分配
  生命力の更新
  
 大晦日 年越し・年取り 年神の来訪　祖霊　穀霊　お正月様　年どん　年籠り
  年取りの魚・ ハレの食事
  年取り膳 
  年取り話 大歳の客　大歳の火　笠地蔵　行事と昔話
  
 元　旦 雑煮 烹雑　餅直会　鏡餅と雑煮　ハレの食事
  お節料理 節日　節供　節供食い
  屠蘇 薬酒









































H.S Ａ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ
M.S Ｄ Ｄ Ｃ Ｃ Ｂ































































































































① 50 26 32.0 
② 10 0 7.3 










1 イ. ひなまつり 48
2 ロ. ひなまつりと桃 2
3 ロ. 犬張子の役目 1
4 ロ. 身代わり人形の系譜 1
5 ロ. おひなさまのルーツ 1
6 ロ. 流し雛について 1
7 ロ. 白酒の由来 1
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答案②M.S「ひなまつりと桃」評価24点
　ひなまつりには桃の花を飾る。50年くらい前には、飾るだけでなく、山から桃の実を拾って
きて桃酒をつくって飲んだり、お酒に桃の花びらを浮かせて家族全員が飲む、ということもあ
ったそうだ。このルーツは、中国の古い行事にある。
　古代の中国では、桃は悪いものをしりぞける樹木として尊ばれていた。それで、３月のはじ
めの巳の日に桃の花びらの浮いている川の水を飲んで清める行事があった。これが、時がたっ
て、桃の花をお酒に浮かせた桃花酒となった。そして行事の日も３月３日に決まってきて、桃
花節というようになった。この風習が日本に伝わり、形が変わって白酒となったのだ。
　桃は日本でも悪しきものを防ぐくだものという信仰があった。『古事記』では、イザナギノミ
コトが桃の実で鬼とか雷神を退散させている。また、昔話「天道さん金の綱」で山姥から逃げ
るのに子どもたちが桃の木に登っている。
　行事のルーツが中国にあるとしても、それが入ってきて、一般に広まっていったのは、もと
もとそれを受け入れる基盤があったからだといえるだろう。桃を尊ぶ心は、桃の枝をお供えす
るという形で現代も受け継がれている。
答案③Y.K「ひなまつり」評価16点
　女の子の健康と幸福を祈る行事で３月３日に行われる。桃の花を飾るので桃の節句とも呼ぶ。
ひな人形を飾り、ひなあられやひし餅や蛤のお吸いものや五目寿司をお供えし、自分たちも食
べてお祝いする。では、ひなまつりはどのようにして行われるようになったのかについて述べ
る。古い時代の中国では、３月の一番はじめの巳の日に心や体の汚れを流すために祓えという
ことを行っていた。それは、川のところに出て青い草を踏んだり、薬草をつんでお酒に入れて
飲んだりすることを行っていた。
　一方、日本には日本の祓えがあった。紙や草で人の形にした人形（ひとがた）を体にこすり
つけて、それからそれを水に流すことを行っていた。この祓えと中国の考え方が合わさって、ま
た、３と３を重ねて効きめがあるようにという考え方（重日思想）から、３月３日に人形を流
すようになったのが３月のお節句のルーツである。
　ところで、中国にはひな人形はないそうだ。だから、ひなまつりという行事もない。そうす
ると、ひな人形はどのようにしてできてきたのだろうか。これには天児（あまがつ）、這子（ほ
うこ）という身代わりの人形がある。それは必ず白い布でつくられて子どもの枕元に置いてい
た。大体３歳くらいまで置いていた。時が過ぎてこの人形と同じ意味で使われていたものを
比々奈と呼ぶようになった、という記録がある。ここから、ひな人形に変わっていったといわ
れている。
　まとめると、もともとは人間の身代わりとして、病気とか災いを引き受けていた人形を飾り、
健康と幸福を祈る行事がひなまつりである。
Ⅴ　まとめ
授業内容を一定の文章形式に要約・再生することを繰り返し、継続することで、学生たちは
わかったつもりでいたが、実はわかっていなかったことに気付いた。あることを伝えるという
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事態において、何を取り何を捨てるかとの客観的な判断の必要性と、できる限り適切な伝え方
を考え出す（つくり出す）重要性を学んでいる。問題意識を持ち、自分たちの周りの事物や事
象に意味を見い出していくことも必要と言える。
年中行事の大方は、元来信仰を起源にもつものであった。暮らしの安寧の保証を得んがため
に、時を定めて神に祈り、その霊力と得ようとしたり、災いを防ごうとして行われたものであ
る。加えて、日本は四季に恵まれた国である。四季の移り変わりとわかち難く結びついて暮ら
しがあった。年中行事はその節目として重要な位置を占めていた。これは、人智の及び難い領
域のあることを知り、自然と折り合いをつけて生きることを知っていた祖先たちの智恵の確か
さの表れにほかならない。
このような年中行事の意味はもはや急速に薄れつつある。現代社会は一見足らざるものは無
く、畏るるものも無きが如くに見える。しかし、容易には受け容れることのできない事件や事
故の絶えることは無い。とりわけ、子どもの置かれている状況と生命の問題に関する議論は、
混乱を呈していると言っても過言ではないだろう。
経済成長と高性能社会の実現によって、人が生きることに伴う問題のすべてが解決できるも
のではないということに、私たちが気づきはじめてすでに久しい。ここにあって、行事に語り
こめられた祖先たちの智恵と、その背景にひろがる沃野は希望を見い出すことのできる重要な
文化となるのではないだろうか。年中行事は祖先たちが未来に向けて用意してくれた賜物だと
も言い得よう。
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